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An investigation was carried out on the House of Fukui 
Prefectura1 Par1iament， S4 years old reinforced concrete 
bui1ding. The main resu1ts obtained are as fo11ows; 
1) The carbonation of hydrated cement was found to be more 
aggressive inside the bui1ding than outside. The depth 
of alka1i-1ost thus caused has reached， through cover 
mortar (3 cm thick)， into the structural concrete by 2..9 cm. 
2) Many cracks were observed and they were thought to be caused 
by the corrosion of reinforcing stee1s inside the structu-
ra1 members. 
3) The mean value of compressive strength of concrete cores 
was 155 kg/cm2.. 
4) It was a1so revea1ed that 1eaning and twisting of the bui1-
ding were resu1ted from Fukui Earthquake in 1948， as we11 
as shear cracks at wa11s， unequa1 setting of f100r and 
cracks of floor slabs. 
1 まえがき
福井県庁舎本館の老朽度調査の結果を前報 1)に報告したO これと|司じ敷地内に新旧 2棟の福井県
議会議事堂が建っている。このうち旧議事堂は県庁舎本館と同時期に建設されたもので，新議事堂
の完成後は庁舎の一部として使用されている。この旧議事堂についても福井県の依頼にもとづいて
建物の損傷及び構造材料の老朽度に関する調査を行なったO 本報告はその要約を述べるものである O
調査期間は昭和 51年 11月1日より昭和52年 1月末まである O 庁舎本館同様，調査は構造耐力に影
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併を及ぼさない こと ，庁内執務に支障を及ぼ
さないことの条件のもとで行なわれたO
調布項目は，建物の傾斜，不I'I"J沈 卜¥ ひび ;
われて干の唄傷調査に加え， コンクリ ー トの中
性化試験， シュミ ソトハ ンマ一試験，超f波
伝播速度出IJ定， コアの諸試験である O これに
よって材令54年のコンクリー卜のI同
戦災被害の一端及び地長被害の様相を明らか
にすることができたO
2 建物概要
旧議事~'ì;t の所在地は福 ) 1ニ 市大手 3 丁目 17需
1 8・(旧福井市城内丸の内 )で，制)1県庁舎
本館の東南に位置 して いる (凶 l 参照)。
旧議・Jc常は鉄筋コンク リー ト造 3階建で平
而は東西32-5m.雨北20_8mである O 建築面
積は 467m2 ( 119坪).延而杭 1，116 m2 (344 
坪).軒高は約13mである O
屋根は新築当初は銅板葺であったO 外壁は
モルタル檎，一部洗い出しで，内装は，腰 ・
接 ・天井はシックイ塗 りを主とし，階段と廊
下の床はとぎだし仕上げとなっているO
新築 時の外観を写真 lに，調杏当時の外
観 を写真 22)に示すO
平岡図を区12~ 4に示すO 調奇当時，旧議
場 には天井を低 く新設してあり ，事務室 に転
用されていた O
3 建物経歴
旧議 事常は庁舎本館と|司じく大林組によっ
て施工されたもので，その経際の人e要は次の
ょうである O
大正 1年 4月 着工，大 IE12年 4月
請負金額は 124，198円であった02)
竣工，
l料相 20年 7月19日， アメリカ軍の空襲によ
り令:fin火干与を受け，屋根ト ラス は焼失したO
J:l木造ト ラスはその後架け替えられたもので
あ り，屋根は鉄板葺に変フてい るO4) もと寄
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大正 12年新築当時の議事苛i~2) 
昭和52年調査時の議事常
棟となフていた屋
恨の形は切妻にな
れ屋根上の塔は
復旧されないまま
となフている(写
真 1. 2参照)0 
昭和 23年 6月28
日，福井地震で蒙
った損傷の主なも
のは「福井地震被
害調査報告 J3)に
よれば，次のよう
であった。
1. 南北方向に架
けられた梁は，
ハンチの始まる
部分が破壊，若
しくは亀裂を生
じている。
2. 屋根トラスは
南方へ 15cm程移
動したO
補修工事
地震後，内部の
シックイ主主りを修
復，外装も西側正
面と市面の西部及
び、ポーチにあらた
に洗い出し仕上げ
を施し，その他北
・東・南面では，
窓、廻りにモルタル
塗りが行なわれたf)
また構造体の補
強として市北方向，
7構面に鉄筋コン
クリートアーチが
新設されている
• 岨
• I / 
2 3 
ノ
5m 
図 2
o 5 m 
v 
X¥ 
A 
.t 
H 
(。 コア録取 -1 
4 はつ t .中性化試験
司シュミットハンマ一試験
~ーひびわれ
=は b
A 
B 
一一E
• 一-F幅
1 mm 
E 
図 3 惜平面図
o 5 m 
/ 
/ 
/ 
/ 
、
¥ 、
¥ 
/ 
/ 
/ 
、、
¥ 
¥ 
一一ー-1 
A 
1口二
且lillLJ G 
』ニヨ・什4|3階平面図11ート|
1 1 12 
3 
4 
(写真 3参照 )0アーチはこの他， 出IFに 2ヶ所
( 4構而及び 10構而 )設け られているが， この方
は木摺 F地にシックイ主主り仕上げであっ て，構造
体補強には役立っていないことが今Ilqの調査で判
明 した O
4 建物の損傷
建物の傾斜，不同沈ド及びひびわれ咋の損傷を
調査した。
4 • 1 建物の傾斜
外壁耐iと内部柱面の傾斜を下げ
振りで測定したo 11惜外壁 8ヶ所，
内部柱l酎は l階28ヶ所， 2階16ケ
所， 3階 6ケ所，合計58ヶ所の測
定結果を整理d して，図 5~ 7に示
すO 傾斜の方向を矢印で，その度
合を矢印の長さで表現しである O
仕上げ屈が補修さ れている場合に
は傾斜の度合を示す数値そのもの
は必らずしも精確な変形を示す訳
ではないが，多くの測定結果から
変形の概要が明らかとなったO
建物はおおむね北方と西方に傾
斜していて， 比較的まとまった平
面形にも拘わらず各部の傾斜には
差が見られ，建物の似れを示して
いる O
北方への傾斜は，建物東端では
約 4/1，00.0であるが，西部正面
ブロックでは約14/1，000に及び，
軒高 13mに対して換算すると ，軒
の基礎に対するズレは西部では 17
cmとなる O
また東西方向に対しては，旧議
場下の l階部分は西方に5/1，000
傾斜しているO 西部 3階建の部分
では北部は岨方へ 5.7/1，000(軒
高に対して 7.4cm )傾斜している
写真 3 議事堂 l階の南側アーチ (10構面)
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図 5 柱 ・壁の傾斜(1階)(1/1000) 
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のに対し，南部は逆に東方へ 4/1，000(軒高に対して 5.2cm )傾斜しているO すなわち北端と 南
端では 12.6cmの水平方向の相対変位があり ，ここにも建物の振れが認められる O 写真 4に傾斜の例
を示すO
福井地震の麗央は丸岡町南南東1.5 kmとされており千 この建物からはほぼ北北東 12kmにあた るO
地出時の建物の変形は地幣の振動など外部条件の他，建物 自体の質量分布と構造部材の剛性分布に
よって支配されるが，各構造部材がそれぞれ別個に降伏して 明性域に入ると，さらに複雑な変形挙
!日jを示す ことになるO 上述の建物の変形はこの明性変形の
集績 を示すものである O 前述の地震被害報告の梁端の構造
的損傷が建物 の北方への傾斜を招いたものと見なされる O
今凶の調査で発見された壁面の明断ひびわれ(後述〉は建
物の北方と西方への変形を示すもの となっ てい るO
4・2 建物の不同沈下
l階廊下の床 8ケ所の高低を測定した結果を図 8に示すO
中央部が最も高く ，東北部が最も低いo 中央部 Cを基準点
とす ると，西部は 2.6cm沈下し，東北部は 4.8cm沈下して
いる O この沈下も前述の建物の変形を招いた一因と見倣す
こと ができ るO
D点では柱脚 と床面との間に廊下の沈下による隙が 1cm 
生じており ，外部ではl有面西部犬走り部と頗下の聞に 1.5 
，y 
‘ . グ〆
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J-丙
cmの隙が生じていて ，こ れらは基礎周辺地盤の沈下を示す 写真 4 旧議事堂の傾斜
ものである O 近 くにあ った旧福井市庁舎の地震被害か らも， 軒部で北へ17cm.商へ 7.4cm傾斜，左側
これ らの沈 Fは地震時に生じたものと考えられるO の新議事堂柱との間隔が上下で異なって
4 . 3 ひびわれ
その他の損傷
4・3・l 外部
ひびわれ等損傷
の分布を似19-12 
に示すO
a.西側正出
このl面は地長・後
に修復 された部分
であるので，腰の
洗い出し仕上げ部
に毛状ひびわれが
見られるにすぎな
U 、O
b.南側
旧議場部分では
いる。
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凶 8 階廊下レベル(単位cm) 
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窓、周囲はモルタル補修がなされているが，そ
れでも鉄筋の発錆膨張が原閃とみられるひび
われが窓、周辺 5ヶ所に生じている O 中にはひ
びわれ巾が 5rnmに達するものがあ るO 腰部に
生じている無数のひびわれは微細であり ，仕
上げ材だけに止まるものである o 1階東部に
は斜め方向のいわゆる切断ひびわれが生じて
おり ，地震時の壁体損傷と見られるものであ
る(写真 5参照)0 庁舎本館の場合と同様に
この斜めひびわれは一方向にのみ生じている
のが特徴であって，直下型地長の衝撃的振動
を示唆している O 西南張出部の外壁は地震後
櫓 り替えられていて，ほとんど損傷らしきも
のは見当らない。
c.東面
2階議場部分では柱と壁との分離を示すひ
びわれが南北両側に見 られる O 北部には地震
時に生じたものと考えられる斜めの明断ひ び
われが見られる O 腰部仕上げの損傷は仕上げ
材のみに止まフている O 窓枠付近では壁内に
レンガを用いである部分があ るO
d.北面
議場部分の窓周囲は南面同
様に補修されているo 1階東
部の腰では仕上げが剥落して
おり ，躯体コンクリ 卜ー に縦
方向のひびわれが 3ケ所生じ
ている O これは前述のように
この部分が沈下していること
に関連があるものと考えられ
るO 北西張出 し部では窓周囲
に縦方向のひびわれが生じて
おり ，老朽化による 内部鉄筋
の腐食を示唆しているO
4・3・2 内部
a.床スラプ
写真 5 南面東部の卯断ひびわれ
写真 6 東 ・北部外観
図 9 旧議事堂西側正面のひびわれ
l階廊 下及び 2階議場床の上而のひびわれを凶 2と凶 3に示すo 2階床スラブのひびわれは， 巾
5 mmに及ぶものもあり ，地震時に生じたものと考えられる O
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図10. 旧議事堂南側のひびわれ及び補修
図11.旧議事堂北側のひびわれと補修
柱面
ひぴわれ
図12. 旧議事堂東側のひびわれと補修
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b.梁および柱
内部仕 Uずが補修されているため，チ:襲時及び地iぷ時の全般的被害は確認できない O 北西部 3階
ー井裏で，仕上げ‘の施してない部分を調任したO 火災時のススなどは見られないが写真 7に示すよ
うに，策 F端と壁体の一部に被りコンクリ ートが長IJ落して鉄筋が脳出 し錆びている部分が認められ
たO 火害と孟桁化がその!京附と考えられるO
31情北西部の柱耐には柱主筋の位置に縦方向のひびわれが生じていて，内部で鉄筋が腐食膨張し
ていることを示している。 これと同様のひびわれは東部階段の柱や壁にも認められ，老朽化の特徴
を示している(写真 8参附、)。
5 コンクリートの材質
コン クリートの老朽化の指標として，中性化試験を行なうと共に，品質の判断資料として， シュ
ミットハンマー試験，超背秘伝播速度測定，コアの圧縮試験を行なったO 議事堂は庁舎の一部とし
て使用中であり ，ロソカ一等物品が多く ，調査範凶は l階部分が主となっている。
5 . 1 コンクリー卜の中性化深さ
中性化深さは，コンクリ ートに孔を研っ て後，フェノールフタレンの 1%アルコール溶液を故布
し，赤変反応部までの深さを測定して得られたものである O 壁又は柱に対し. 1階 13ヶ所. 2噌 2
ケ所を調査した結果は表 lのようである O 悶みに在来提案されているコ ンクリ トー の材齢と中性化
深さの関係式 1)によれば材齢54年の本例の場合は 2.7cmの中性化深さを示すことに なるが，本例で
は平均約 3cm厚の被覆モルタルが中性化した上に，さらに躯体コンクリートが 2.9cm中性化してい
るのである O また前報の旧庁舎本館の調奇結果も比較のために表 lに掲げておく O コンクリー卜の
中性化はコンクリート中の水様化カルシウムが空気中の炭酸ガスによって炭酸カルシウムになるこ
とによって生ずることを考えると ，コンクリ ー 卜の中性化厚の値が庁舎 l階. 2階，旧議事堂，庁
3階の順に小さくなってい るのは，建物の使用度合の大小に関係してい る結果とも考え られる。
写真 7 北西部屋根裏，桁及び壁の鉄筋露出 写真 8 東部階段室 3階西側柱のたて
ひびわれ(幅 0.2-0.3 mm ) 
表 1 コンクリートの中性化深さ
仕上げ表面よりの コンクリートの
箇所数
中性化深さ(cm ) 中性化厚(cm ) 
範 囲 平均 範 囲 平均
柱・壁 8 6.7 - 9.0 8 1.5 -5.0 2.9 
内 部
旧議事堂 スラブ 3 O 。 O O 
外 部 壁 4 o -3.2 1.6 o -0.7 0.2 
F皆 13 2.7 -12.0 7.8 1.4 -10.0 5.2 
内 部
旧庁舎本館 2 F皆 13 3.3 -13.0 6.3 1.4 -10.0 3.6 
(柱・壁)
3 階 1 2.5 - 8.5 4.6 0.4 - 6.6 1.9 
5・2 超音波伝播速度とシュミ 7 トハンマー試験
1階柱 3ケ所で測定した超音波伝播速度は 3.01-3.15 km/闘で庁舎本館の場合の平均 3.40km/sec 
よりやや小さいが，一応，可と判定5)される値であるo
シュミットハンマー試験は l階， 2階各 2ケ所に対して行なったO 反発係数は36-41.平均38.3
を示し，庁舎本館で得られた平均値38.1に極めて近い。
5・3 コンクリートコアの圧縮強度
l 階の壁から l本，スラプから 3本のコアを採取し，気乾状態で圧縮強度試験を行なったO 養生
及び試験方法は庁舎本館の場合と同様1)であるo 圧縮強度は98-221 kg/cm2でその平均は 155
kg /cm2である O
6 むすび
材齢54年の旧議事堂の調査結果の概略は次のようである O
1)躯体コンクリートの中性化厚は 2.9cmで，在来の推定式による値よりやや大きく，その上被
覆モルタルの仕上げ分だけ中性化が大きいという結果を示している O
また中性化に伴なって鉄筋が腐食膨張する現象は建物内外にひびわれとして現われており，その
点で老朽化は建物の耐用限度に達したと見倣される O
2) コンクリートコアの圧縮強度は(98-221 ) kg /cm2で，平均 155kg /cm2であったO
3) 地震の被害は，建物の不同沈下，明断ひびわれ，建物の傾斜に現われており，特に北方と西
方に建物が傾斜しているばかりでなく，著るしい振れが生じていることも明らかとなれ地震に対
する建物の複雑な変形挙動が示されるに至ったO
福井県の代表的建物のーっとしてここに記録に止めるものである O
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